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「「春春のの養養老老」」 撮撮影影者者：：西西脇脇君君男男

議会ＱＲコード

スマホでようろう議会だより
が読めます
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「わたしの声」
の宛先は

〒503－1392養老町高田798番地 養老町議会事務局内
TEL（0584）32－5084（直通） FAX（0584）32－1812
メールアドレス:14gikai＠town.yoro.gifu.jp 古紙配合率70％の再生紙を使用

「わたしの声」を待っています。
役場ロビーに意見箱を設置してあります
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サラダコスモ養老生産センターと
直江排水機場を視察

３月23日、大跡にあるサラダコスモ養老生産センター

を工場担当の方より説明を受けながら、最新鋭工場内を

視察しました。また、直江排水機場では担当課より説明

を受けながら視察しました。

養老駅観光案内所と
YOROfficeを視察

３月22日、令和４年度から本格的にオープンする養老

町テレワーク施設「YOROffice（ヨロフィス）」を視察し

ました。この施設は旧地域福祉センターを改修したもの

で、開放的な展望デッキや防音個室などが整備されてお

り、担当課より説明を受けながら視察しました。また、

養老駅観光案内所も視察しました。

議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会ニニニニニニニニニニニニニュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーススススススススススススス
産業建設委員会

町内在住 Ａ・Ｋさん

２月末から毎日、テレビや新聞で目にする光景。

ロシアのウクライナ侵攻の場面。破壊された建物の

前で、女の人が涙をぬぐう姿。泣き叫んでいる姿。

またまた、赤ちゃんの乗っていない沢山のベビーカー。

胸がしめつけられ、呼吸が苦しくなってしまう。

でも今、目を背けず、何故こんな事が起こってしま

うのか、考えていきたい。

今、私に出来ること。信頼する団体に寄付すること。

今、町としては、寄付はもちろんだと思いますが、

現在利用していない施設と思われる旧養老女子商業

高校の校舎や国際学習会館等を、避難施設として整

備。避難された人々の仕事の提供。

まだまだ人災や自然災害も多く発生すると思いま

すので、避難の確保をお願いします。

シリーズ
40

このシリーズは、町内の各種団体の代表の方などへ、編集

委員が意見をお聞きし、その記事を掲載するものです。

このシリーズは、過去の定例会（今回は令和３年３月議会）での

一般質問に関して、その後の状況をお知らせするものです。

問

委 員 長 岩永 義仁
副委員長 清水 由美子
委 員 水谷 久美子
委 員 田中 敏弘
委 員 早崎 百合子
委 員 小寺 光信

議会だより編集特別委員会 令和４年第２回定例会を６月に開催予定です。
ぜひ傍聴にお越しください。

詳しい日程は「広報ようろう」６月号と町ホームページでお知らせ

します。また、新型コロナウイルス感染症防止対策の徹底をお願いし

ます。一般質問の日は車いすの方も傍聴していただけます。ご不明な

点は、議会事務局までお問い合わせください。
議会ＱＲコード

今号で、この委員での編集が最後となりました。１年間ありがとうございました。

ふるさと納税寄附金の活用は。

町では、寄附者の意向を大切にし、令和４年

度は総計5億131万2,000円のうち、主に次のよ

うな関係事業の財源として充当しています。

●総務費 1億4,781万円 主な事業・養老鉄道活性化事業 1億301万2,000円

・オンデマンドバス運行事業 2,000万円

●民生費 9,031万4,000円 主な事業・乳幼児等医療事業 7,531万4,000円

●農林水産業費 826万4,000円

●商工費 9,290万1,000円 主な事業・プレミアム付商品券事業 4,806万7,000円

●消防費 2,700万円

●教育費 1億3,502万3,000円 主な事業・小・中学校関係事業 1億2,602万3,000円

今後も、養老町まちづくりビジョンに基づき、さまざまな事業に

活用したいと考えており、引き続き本町を応援していただけるよう、

ふるさと納税事業を推進してまいります。

ここここここここううううううううななななななななりりりりりりりりままままままままししししししししたたたたたたたた



●
養
老
町
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

育
児
休
業
の
対
象
と
な

る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
人

数
は
。現
在
、
会
計
年
度
任
用

職
員
２
７
８
人
の
う
ち
、
１

０
９
人
が
対
象
で
あ
る
が
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
１
２
４

人
と
な
る
。
な
お
、
職
員
全

体
の
令
和
２
年
度
の
育
児
休

業
取
得
実
績
と
し
て
は
、
女

性
職
員
４
人
、
男
性
職
員
２

人
で
あ
る
。

●
養
老
町
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

期
末
手
当
の
支
給
率
０

・

�月
分
引
き
下
げ
に
よ
る

影
響
額
は
。

一
般
職
員
で
は
年
間
１

２
０
０
万
円
程
の
減
額
と
な

る
。
た
だ
し
、
令
和
４
年
度

は
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
昨

年

�月
の
引
き
下
げ
分
を
６

月
に
含
め
る
た
め
、
全
体
で

１
８
０
０
万
円
程
の
減
額
と

な
る
。

●
養
老
町
体
育
施
設
条
例

の
一
部
改
正

シ
ャ
ワ
ー
室
使
用
料
の

支
払
い
方
法
は
。

総
合
体
育
館
の
券
売
機

で
、
１
０
０
円
の
チ
ケ
ッ
ト

を
買
っ
て
い
た
だ
く
。

●
養
老
町
教
育
集
会
所
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

教
育
集
会
所
を
廃
止

後
、
利
活
用
の
考
え
方
は
。

今
後
、
地
元
関
係
者
と

協
議
し
な
が
ら
、
利
活
用
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
養
老
町
消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服

務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

出
動
報
酬
の
金
額
の
根

拠
は
。災
害
の
場
合
の
８
０
０

０
円
に
つ
い
て
は
総
務
省
消

防
庁
の
通
達
に
よ
る
金
額
で

あ
る
。
ま
た
、
警
戒
・
訓
練

の
場
合
の
３
０
０
０
円
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
実
情
や
、

普
通
交
付
税
算
定
基
準
等
の

金
額
や
近
隣
市
町
を
参
考
に

し
た
。ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
の

支
払
い
の
対
象
に
な
る
回
数

は
。

４
月
か
ら
６
月
ま
で
の

ポ
ン
プ
操
法
期
間
中
は
、
週

２
回
分
を
予
算
の
範
囲
内
で

支
払
い
た
い
。

●
養
老
町
農
地
中
間
管
理

機
構
関
連
土
地
改
良
事

業
に
係
る
特
別
徴
収
金

に
関
す
る
条
例
の
制
定

該
当
地
域
で
あ
る
室
原

地
区
小
栗
栖
の
総
面
積
と
対

象
人
数
は
。

事
業
範
囲
は

�・
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
対
象
人
数
は

�

人
。

他
の
地
区
に
対
す
る
周

知
の
状
況
は
。

こ
れ
か
ら
基
盤
整
備
に

手
を
挙
げ
ら
れ
る
土
地
改
良

区
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、

制
度
の
説
明
を
さ
せ
て
頂
き

た
い
。

●
養
老
町
テ
レ
ワ
ー
ク
施

設
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定

使
用
料
の
減
額
又
は
免

除
が
適
用
さ
れ
る
範
囲
は
。

免
除
規
定
は
、
町
主
催

の
利
用
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
他
は
規
則
等
で
定
め
た

い
。

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
の

利
用
方
法
は
。

レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
は

３
部
屋
あ
り
、
月
借
り
で
利

用
申
し
込
み
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

指
定
管
理
者
の
今
後
の

予
定
は
。

現
在
、
改
修
事
業
の
受

託
者
に
お
い
て
、
事
業
に
含

ま
れ
る
運
営
方
法
提
案
業
務

の
中
で
提
案
を
受
け
て
い
る

の
で
、
提
案
内
容
を
吟
味
し

た
う
え
で
決
定
し
て
い
き
た

い
。

個
人
で
利
用
す
る
際
の

予
約
方
法
は
。

そ
の
都
度
、
利
用
さ
れ

る
日
に
申
し
込
ん
で
も
ら
え

れ
ば
、
空
い
て
い
れ
ば
使
え

る
と
い
う
よ
う
に
し
た
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

を
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

現
在
提
案
し
て
頂
い
て

い
る
事
業
者
と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
予
約
シ
ス
テ
ム

な
ど
の
検
討
も
行
っ
て
い
る
。

休
日
の
設
定
は
。

指
定
管
理
者
が
土
日
祝

日
も
と
い
う
提
案
を
い
た
だ

け
れ
ば
そ
の
よ
う
な
対
応
を

取
り
た
い
が
、
原
則
は
平
日

の
み
の
運
営
で
進
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。

要
望
事
項

１
人
で
借
り
た
い
と
い
う

若
い
人
の
需
要
が
見
込
ま
れ

る
た
め
、
土
日
祝
日
の
利
用

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
ほ
し

い
と
要
望
し
ま
し
た
。
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問答問答答

定
例
会

委
員
会
報
告

注
目
新
年
度
予
算

予
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果
・
採
決
結
果

一
般
質
問

●
専
決
処
分
の
承
認
（
令

和
３
年
度
養
老
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
））

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
自
宅
療
養
者
に
支

援
物
資
を
送
っ
た
人
数
は
。

令
和
４
年
２
月
４
日
か

ら
３
月
３
日
ま
で
の
自
宅
療

養
者
２
２
５
人
の
う
ち
、
１

７
１
人
に
支
援
物
資
を
送
っ

た
。

県
が
支
援
物
資
を
届
け

る
前
に
町
が
支
援
物
資
を
届

け
る
た
め
の
個
人
情
報
の
入

手
方
法
は
。

自
宅
療
養
者
が
発
生
し

た
際
に
県
が
個
人
情
報
保
護

審
査
会
に
諮
問
し
て
精
査
し

た
う
え
で
、
自
宅
療
養
者
等

の
情
報
を
各
市
町
村
に
提
供

し
て
い
る
。
な
お
、
本
人
や

保
護
者
等
に
は
県
か
ら
個
人

情
報
提
供
に
関
す
る
説
明
が

あ
る
ほ
か
、
自
宅
療
養
者
に

配
付
さ
れ
る
し
お
り
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

町
が
用
意
す
る
支
援
物

資
の
考
え
方
は
。

県
の
支
援
物
資
は
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ミ
ッ
ク

ス
ジ
ュ
ー
ス
、
レ
ト
ル
ト
食

品
、
ス
ー
プ
の
素
、
ご
飯
な

ど
７
日
分
で
あ
り
、
町
は
同

等
の
内
容
で
３
日
分
と
し
て

い
る
。
な
お
、
県
は
宅
配
業

者
に
よ
り
配
達
す
る
た
め
到

着
ま
で
に
２
～
３
日
か
か
る

の
で
、
町
は
そ
の
間
を
補
う

と
い
う
観
点
か
ら
、
早
急
に

手
配
す
る
た
め
町
商
工
会
よ

り
購
入
し
、
町
職
員
が
配
達

し
て
い
る
。

支
援
物
資
の
今
後
の
予

定
は
。現
在
は
３
月
末
ま
で
予

定
し
て
い
る
が
、
今
後
に
つ

い
て
は
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

●
令
和
４
年
度
養
老
町
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計

等
予
算

町
長
３
期
目
の
最
終
年

度
に
あ
た
り
、
こ
れ
だ
け
は

実
現
し
た
い
施
策
や
思
い
入

れ
の
強
い
施
策
は
。

目
標
と
し
て
は
「
未
来

へ
の
挑
戦
」
と
言
う
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
住
民
が
自
分
の
ま
ち

に
誇
り
を
も
っ
て
生
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
関
係
人
口
を

増
や
し
て
町
の
活
性
化
を
目

指
し
た
り
、
地
域
自
治
町
民

会
議
に
よ
っ
て
自
分
の
ま
ち

に
誇
り
の
持
て
る
活
動
に
対

し
て
行
政
が
手
助
け
を
し
て

い
く
こ
と
。

国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は

�

箇
月
予
算
と
い
う
位
置
づ
け

で
あ
る
が
、
町
の
状
況
は
。

令
和
４
年
度
に
お
い
て

全
額
を

本
省

繰
り

越
し
と

し
、
臨
時
交
付
金
を
財
源
と

す
る
事
業
を
当
初
予
算
に
計

上
し
て
い
る
た
め
、
本
町
に

お
い
て
も

�箇
月
予
算
と
言

え
る
。処
遇
改
善
に
伴
う
町
保

育
士
等
の
職
員
給
与
の
引
き

上
げ
の
状
況
は
。
併
せ
て
、

会
計
年
度
任
用
職
員
や
留
守

家
庭
児
童
教
室
指
導
員
の
状

況
は
。養
老
町
の
ラ
ス
パ
イ
レ

ス
指
数
は
改
善
状
況
に
あ
る

た
め
、
保
育
士
等
の
正
規
職

員
の
給
与
の
引
き
上
げ
は
行

わ
な
い
。
た
だ
し
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
保
育
士
に
つ

い
て
は
今
後
報
酬
の
引
き
上

げ
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

学
校
に
勤
務
す
る
会
計
年
度

任
用
職
員
に
つ
い
て
は
今
年

度
処
遇
改
善
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
留
守
家
庭
児
童
教
室

の
指
導
員
に
つ
い
て
は
段
階

的
に
見
直
し
を
検
討
し
て
い

く
。
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令
和

４
年

第
１
回
定

例
会
が
、

３
月

４
日
か
ら

�日
ま

で
の

�日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
た
。

初
日

（
４
日

）
は
、
町

長
よ
り

新
年
度
の

施
政
方

針
が

示
さ
れ
、

専
決

処
分

４
件
の
報
告
を
受
け
、

専
決

処
分

１

件
に
つ
い
て

承
認
し
た
。
さ
ら
に
、
人

権
擁
護

委
員

２
名

の
推
薦
に
同
意
し
た
。

ま
た
、

条
例
改
正
、
令
和

３
年
度

補
正
予
算

及
び
令
和

４
年
度
一
般
会
計
予
算
を
含

む
全

�議
案
の
提
案
説
明
を

受
け
、
総

括
質

疑
を
行
っ
た
。

補
正
予
算

及
び

新
年
度
予

算

	議
案
の
審
査
を
予
算

特
別

委
員
会
に
付
託
し
、

�議

案
を
各

常
任

委
員
会

へ
付
託

す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

追

加
議
案
で
議
員
発
議
に
よ
る

「
ロ
シ

ア
の

ウ
ク

ラ
イ

ナ
侵

略
に
抗
議
す
る
決
議
に
つ
い
て
」
を
可
決
し
た
。

２
日
目
（


日
）
は
、
６
議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
た
。

最
終
日

（

�日
）
は
、
議
案
を
付
託
し
た
各

委
員
会
の

委
員

長
か
ら
審
査
報
告
が
あ
り
、
令
和

４
年
度
一
般
会
計

予
算
を
含

む
全

�議
案
を
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。
ま

た
議
員
発
議
に
よ
る

「
議
員
定
数
検
討

特
別

委
員
会
の

設

置
に
つ
い
て
」
も
可
決
し
、
委
員
を
選
任
し
た
。

３３３３３３ ３３３３３３３３
月月月月月月 月月月月月月月月

定定定定定定 定定定定定定定定
例例例例例例 例例例例例例例例

会会会会会会 会会会会会会会会
定
例
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
内
容

問答問答

問答問答

問答

問問

答

定
例
会

委
員
会
報
告

注
目
新
年
度
予
算

予
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果
・
採
決
結
果

一
般
質
問

答
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新年度の一般会計予算額は112億９千９

百万円である。その内土木費は７億４千

８百余万円であるが、今後、町民の生活

の利便性や災害等に対応できる環境造り

である町単工事予算は、道路新設改良費

（安全性の確保）７千６百余万円、簡易舗

装費（円滑な通行）４千８百万円、悪水路維持費（水害

の回避）３千余万円であり、年間５百余件の要望に対応

は望めない予算規模で、可能な限り安全安心な町づくり

のための予算額を望みたい。

町単工事に関する工事費

身近な事業に着目。廃校後既に約50年

を経過し、倒壊の恐れもあり、早急な対

応が求められる。地区住民にとっては親

しみ思い出深い地域拠点である。現在も

各種資材の収納場所として、また各種活

動の場としても利用されており、何らか

の代替機能の維持が求められる。解体事業は年度末まで

に完了予定とされているが、各種資材の収納庫設置、ま

た活動拠点としての新建屋も同時並行的に整備すること

が可能であれば、補正予算の対応も必要である。

旧多芸小学校校舎解体事業

人口減を見据えた消防団組織の再編に

より、令和３年度から、部制が廃止され、

広域編成が採用された。これに伴い、各

部が使用してきた器具庫や火の見櫓等の

中に、今後不用となるものが生まれるが、

消防施設整備補助金の補助対象は新設と

修繕に限られている。しかし、これらの施設は長年にわ

たり地域の生命財産を守るために使用されてきたもので

あることから、撤去費用についても補助対象とし、地域

負担を軽減していくべきである。

消防施設整備補助金の補助対象事業

令和 4年度において養老小を拠点とし

た、広幡小・上多度小への給食配送を行

う。拠点校方式導入のため、３校におい

て搬入口（プラットホーム）設置工事、

厨房機器設置工事を行うため、増額となっ

た（80，886千円）

将来的に少子化に伴う統合を考慮した拠点校方式導入

か。これからも美味しい給食をお願いしたい。

小学校給食施設整備事業

自主財源の確保は大きな課題。交流人

口・関係人口の獲得に取り組み、ふるさ

と納税は「まちづくり」の観点から更な

る受入額増大を目指し、「交流イベント」

の開催、「名神高速道路養老SA」ふるさ

と納税専用のブースを設置し、更なるリ

ピーターを確保すべき。ふるさと納税係として専従正職

員を２～３名配置しバージョンアップする必要ありと３

月９日～11日の予算委員会で提案した。

ふるさと納税寄附金

県下に誇れる素晴らしい施策であった

自校方式学校給食が今年度から順次、拠

点校方式へと移行し、給食施設の集約化

が図られる。教育の一環として「命を育

む学校給食」の理念を検証したい。

また、予期せぬ災害に備えた財源でも

ある財政調整基金（家庭で言えば普通預金）の条例に基

づく13億円確保も注目していきたい。

給食・財政調整基金確保

養老小を拠点とした広幡小、上多度小

への給食配送を行う、拠点校方式導入の

ため、３校において搬入口（プラットホー

ム）設置工事、厨房機器設置工事を行う。

今後３校だけではなく、逐次各学校に広

がると思われる。児童・生徒の減少や給

食室の老朽化、調理員の減少、材料の納入等の問題が解

決できる。

今まで通り、美味しい給食の提供に努めて欲しい。

学校給食の拠点方式の具体化

新年度一般会計予算は約113億円計上さ

れた。養老町の公共施設の大半が築30年

以上経過し老朽化が顕著で改修・修繕が

必須である。今後、毎年の更新費用は約

40億かかり、年間27億円程不足する。現

在町民プール、国際学習会館が休館し、

再利用が検討されている。他の公共施設も大規模改修が

必要であり、財源不足等課題が山積している。公共施設

の選択と集約の必要がある。滞納の回収やふるさと納税

の拡充に努め自主財源の確保が必要である。

公共施設の維持管理事業

定
例
会

委
員
会
報
告

注
目
新
年
度
予
算

予
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果
・
採
決
結
果

一
般
質
問

長澤 龍夫大橋 三男

早崎百合子 吉田 太郎

田中 敏弘 野村 永一

水谷久美子 松永 民夫

一般会計 112億9,900万円 （0.7％増）

特別会計 69億6,330万円 （0.2％増）

企業会計 12億8,230万円 （9.6％減）
企業会計は、上水道事業と下水道事業が特別会計から移行されたもの

※増減は令和３年度当初比

195億4,460万円（0.2％減）令和44年度予算

各議員が注目する

新年度予算

令和４年度
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少子高齢化が進む中、本年度、小学校

に入学された児童さんの人数は、167人。

そんな中、広幡小、上多度小の給食を自

校給食から養老小を拠点とした配送給食

の移行に伴い、厨房設備の改修・プラッ

トホームを設置する。

これからも学校生活の楽しみの一つの給食、温かく美

味しい給食を提供するため、自校給食から拠点方式にし、

調理員のなり手不足の解消、食品ロスを減らし効率の良

い給食の形を考える。数年後には、配送給食が進むかも。

小学校給食施設整備事業 8，180万4千円

国費事業の投入！国の補助金・交付事業

で、事務手続きは「補助事業手続き」であ

る。養老町の財政（財布）にとってはとても

やさしいが、自治体に勤める職員にとっては

非常に気を使う業務の一つである。100％

に近いほとんどが国費である事業が、ス

マート農業技術導入支援事業をはじめ11事業にも及び、

事業数では、農林業において６事業の割合で占めている。

人口減少と少子高齢化が進む中で、食料自給率の向上に

繋がる農業関連への支援の姿勢が伺えるため注目した。

農業関連に注目

近年は、効果がよくわからないイベン

ト等に多額の予算が使われているケース

が散見される。使うということはそれに

見合う収入が必要となる。財政難と説明

される当町において、どのように歳入を

確保しているかチェックを行った。民間

企業の力に頼る部分の多い「ふるさと納税」は順調に伸

びているが、それ以外は軒並み厳しい状況である。いよ

いよ余力のない町になってきている。

予算を支える町の収入に注目

養老町まちづくりビジョンの「魅力あ

ふれる地域づくり」の施策の中の一つで

あり、新規事業「養老町ファンクラブ」

の設立に注目。昨年からの事業「新商品

開発共創プロジェクト」や「養老公園観

光拠点整備プロジェクト」の継続事業に

加え、今ある養老町の魅力、新たなる養老町の魅力を発

信していくもの。町内外に養老町を愛する人達が増え、

住み続けられる町、移住したい町、何度も訪れてみたい

養老町となるような取り組みを期待している。

YOROSUPPORTERWORLD事業

新年度予算では、町債 4.7億円に対し公

債費が10億円計上され、６年ぶりに返済

金が借金を上回ったことを評価する。町

債の発行には、現在と将来の町民の税負

担を公平にする側面もある。しかし、養

老町の人口減少は、町も対策を講じてい

るものの、今後さらに進むだろう。このこと冷静に受け

止め、養老町の持続可能なまちづくりと消滅可能性都市

脱出のために、次の世代の負担軽減に各分野で早急に取

り組むことが我々の世代の責任である。

町債（借金）と公債費（返済金）の逆転

定
例
会

委
員
会
報
告

注
目
新
年
度
予
算

予
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果
・
採
決
結
果

一
般
質
問

西脇 康

小寺 光信 清水由美子

岩永 義仁 北倉 義博



助
を
行
っ
た
。
な
お
、
県
の

方
で
は
通
学
路
と
限
定
し
て

い
な
い
こ
と
や
、
通
学
路
以

外
の
空
家
も
何
と
か
し
て
ほ

し
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

新
た
に
創
設
さ
れ
る

「
養
老
町
消
防
団
運
営
交
付

金
」
の
具
体
的
内
容
は
。

消
防
審
議
会
で
も
審
議

し
て
頂
い
た
件
だ
が
、
こ
れ

ま
で
分
団
に
機
械
訓
練
手
当

と
し
て
支
給
し
て
い
た
も
の

を
交
付
金
と
し
て
支
給
さ
せ

て
頂
く
。

要
望
事
項

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
消
防

用
器
具
庫
等
の
撤
去
に
つ
い

て
、
補
助
対
象
に
な
る
よ
う

検
討
し
て
欲
し
い
と
要
望
し

ま
し
た
。

小
学
校
情
報
化
推
進
事

業
に
つ
い
て
、
ギ
ガ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
の
概

要
は
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

で
ア
ク
セ
ス
し
て
利
用
す
る

学
習
ド
リ
ル
を
導
入
し
、
一

人
一
人
が
理
解
度
や
習
熟
度

に
応
じ
た
教
材
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
個
別
最
適
化
し
た

学
習
が
可
能
と
な
る
よ
う
環

境
整
備
を
整
え
る
こ
と
を
目

的
に
導
入
す
る
も
の
。

学
校
給
食
の
拠
点
化
方

式
の
進
捗
状
況
は
。

現
在
、
配
送
業
務
に
つ

い
て
は
準
備
段
階
に
入
っ
て

お
り
、
令
和
４
年
９
月
を
目

途
に
養
老
小
学
校
を
拠
点
校

と
し
て
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
え
て
い
る
。

留
守
家
庭
指
導
教
室
を

い
わ
ゆ
る
文
科
省
が
求
め
て

い
る
６
年
生
ま
で
拡
大
す
る

考
え
は
。

夏
休
み
以
外
の
学
校
が

有
る
時
以
外
に
つ
い
て
は
、

児
童
が
日
頃
使
う
教
室
を
留

守
家
庭
に
使
う
こ
と
が
で
き

ず
、
空
き
教
室
が
無
い
た
め

対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
公
民
館
等
を
活
用

し
て
地
域
で
子
供
達
を
見
て

頂
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が

実
現
は
難
し
い
。
他
市
町
の

状
況
を
調
べ
な
が
ら
ど
ん
な

方
法
が
あ
る
か
を
検
討
し
て

い
る
。

●
令
和
４
年
度
養
老
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算激
変
緩
和
措
置
の
今
後

の
予
定
は
。

激
変
緩
和
措
置
は
令
和

５
年
度
ま
で
行
わ
れ
る
予
定
。

な
お
、
令
和
３
年
度
の
激
変

緩
和
措
置
の
金
額
に
つ
い
て

は
、
養
老
町
で
は
１
億
５
６

１
３
万
８
５
２
８
円
で
あ
る
。

●
令
和
４
年
度
養
老
町
立

食
肉
事
業
セ
ン
タ
ー
特

別
会
計
予
算

老
朽
化
し
た
屋
根
を
修

繕
す
る
予
定
は
。

令
和
４
年
度
で
屋
根
の

防
水
改
修
工
事
を
予
定
し
て

い
る
。

●
令
和
４
年
度
養
老
町
住

宅
新
築
資
金
等
貸
付
特

別
会
計
予
算

町
の
償
還
期
間
は
終
了

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
の
本
特
別
会
計
の
閉
鎖

等
の
方
向
性
は
。

予
算
規
模
も
小
さ
く
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
町
が
貸

し
付
け
て
い
る
方
へ
の
対
応

を
行
う
た
め
、
現
段
階
で
の

方
向
性
は
示
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
今
後
、
検
討
し
て
い

く
。

●
令
和
４
年
度
養
老
町
公

共
下
水
道
事
業
会
計
予

算

農
業
集
落
排
水
等
接
続

検
討
業
務
の
内
容
は
。

全
国
的
に
下
水
道
に
関

わ
る
施
設
の
統
合
が
検
討
さ

れ
て
お
り
、
養
老
町
で
は
公

共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

事
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ

ラ
ン
ト
を
公
共
下
水
道
に
統

合
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、

将
来
、
何
が
一
番
い
い
の
か

を
検
討
し
て
い
く
た
め
の
業

務
で
あ
る
。

●
令
和
４
年
度
養
老
町
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算被
保
険
者
の
出
現
率
の

状
況
は
。

令
和
２
年
度
の
認
定
率

と
し
て
は
、
全
国
平
均

�・

７
％
の
と
こ
ろ
、
養
老
町
は

�・
８
％
で
あ
っ
た
。
な
お
、

現
在
、
コ
ロ
ナ
前
と
変
わ
る

こ
と
な
く
介
護
認
定
は
行
っ

て
い
る
。

●
令
和
４
年
度
養
老
町
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算

団
塊
世
代
の
増
加
の
見

込
み
数
は
。

令
和
３
年
１
月
の
資
料

に
よ
る
と
、
令
和
３
年
に
新

た
に

�歳
に
な
る
方
は
２
７

３
人
、
令
和
４
年
は
３
６
２

人
、
令
和
５
年
は
５
３
７
人

と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
１
年

あ
た
り
１
０
０
人
近
く
増
え

て
い
く
。
な
お
、
令
和
４
年

度
の
被
保
険
者
数
は
４
３
９

１
人
で
あ
る
。
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●
令
和
４
年
度
養
老
町

一
般
会
計
予
算

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
運

行
事
業
費
に
つ
い
て
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
買
い
替
え

る
理
由
は
。

現
在
ハ
イ
エ
ー
ス
４
台
、

セ
レ
ナ
２
台
の
計
６
台
で
運

行
し
て
い
る
が
、
セ
レ
ナ
の

走
行
距
離
は

�万
キ
ロ
と
な

り
今
年
度
に
不
具
合
が
多
く

出
て
い
る
た
め
、
セ
レ
ナ
２

台
を
買
い
替
え
る
。
ハ
イ
エ

ー
ス
に
つ
い
て
も
計
画
的
に

買
い
替
え
を
進
め
て
い
く
。

い
じ
め
問
題
再
調
査
委

員
会
を
開
催
す
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
者
は
。
ま
た
、

令
和
３
年
度
の
開
催
実
績
は
。

教
育
委
員
会
が
開
催
す

る
「
い
じ
め
防
止
等
専
門
委

員
会
」
の
調
査
結
果
を
受
け
、

町
長
が
必
要
で
あ
る
と
認
め

る
場
合
開
催
す
る
。

名
神
高
速
道
路
Ｓ
Ａ
で

ふ
る
さ
と
納
税
専
用
の
ブ
ー

ス
を
設
置
す
る
考
え
は
。

直
売
所
で
直
接
返
礼
品

を
渡
せ
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る

と
思
う
の
で
、
返
礼
品
提
供

事
業
者
の
通
常
販
売
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
設
置
可
能
か
と
い
う
こ
と

や
、
直
接
申
し
込
み
で
き
る

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
調
査
研

究
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
事
務

に
養
老
の
郷
づ
く
り
会
社
を

活
用
す
る
考
え
は
。

養
老
の
郷
づ
く
り
会
社

は
事
業
母
体
が
あ
る
が
現
在

は
活
動
し
て
い
な
い
た
め
、

今
後
提
案
し
て
い
き
た
い
。

婚
活
支
援
事
業
の
新
婚

生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
補

助
金
の
内
容
は
。

夫
婦
と
も
に

�歳
以
下

か
つ
世
帯
所
得
が
４
０
０
万

円
未
満
の
夫
婦
が
新
規
に
住

宅
を
購
入
し
た
場
合
等
、
２

人
と
も

�歳
以
下
で
あ
れ
ば

�万
円
、

�歳
以
下
で
あ
れ

ば

	万
円
の
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
。

臨
時
特
別
給
付
金
補
足

支
給
事
業
に
つ
い
て
、
子
育

て
世
帯
の
臨
時
特
別
給
付
金

の
対
象
外
と
な
る
世
帯
の
中

身
は
。令
和
４
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
児
童
が
対
象
で
あ
る
。

理
由
と
し
て
は
、
臨
時
特
別

給
付
金
は
令
和
４
年
３
月




日
生
ま
れ
ま
で
が
対
象
で
あ

る
が
、
４
月
１
日
生
ま
れ
ま

で
が
同
学
年
に
な
る
た
め
、

不
公
平
を
無
く
す
た
め
に
対

象
と
し
た
。

南
濃
衛
生
施
設
の
新
施

設
建
設
に
関
連
し
た
予
算
増

額
の
理
由
は
。

し
尿
処
理
施
設
に
つ
い

て
は
、
令
和
３
年
度
に
旧
施

設
の
解
体
、
仮
設
工
事
を
行

い
、
令
和
４
年
度
に
建
屋
を

完
成
さ
せ
る
予
定
で
あ
る
。

全
体
で

�億
８
５
０
０
万
円

か
か
り
、
令
和
４
年
度
は
建

屋
と
機
械
設
備
で

�億
円
程

の
出
来
高
と
な
る
た
め
、
養

老
町
の
負
担
分
も
増
え
て
い

る
。

私
立
保
育
所
等
運
営
費

補
助
金
に
つ
い
て
、
処
遇
改

善
に
関
す
る
補
助
金
の
内
容

は
。

金
額
に
つ
い
て
は
、
国

が
設
定
し
た
単
価
と
園
児
数

に
よ
り
算
出
し
て
い
る
。
な

お
、
園
か
ら
町
に
事
業
計
画

を
提
出
し
て
も
ら
い
、
町
が

補
助
金
を
支
払
っ
た
後
に
実

績
報
告
書
を
提
出
し
て
も
ら

う
。

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援

拠
点
事
業
に
つ
い
て
、
支
援

拠
点
の
設
置
場
所
と
会
計
年

度
任
用
職
員
を
配
置
す
る
人

数
は
。

支
援
拠
点
は
子
ど
も
課

内
に
設
置
し
、
資
格
の
あ
る

職
員
を
常
時
２
名
配
置
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
う
ち
１

名
は
会
計
年
度
任
用
職
員
と

し
た
い
。

ご
み
の
回
収
事
業
に
つ

い
て
、
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
や

形
状
の
検
討
は
。

現
在
、
レ
ジ
袋
の
よ
う

な
持
ち
手
を
付
け
た
も
の
を

試
作
し
て
い
る
。
な
お
、
価

格
は
据
え
置
き
で
検
討
し
て

い
る
。食
肉
基
幹
市
場
建
設
促

進
事
業
費
の
用
地
取
得
支
援

業
務
の
内
容
は
。

候
補
地
を
決
定
す
る
段

階
に
お
い
て
、
用
地
の
取
得

を
速
や
か
に
行
う
た
め
、
法

的
な
手
続
き
を
は
じ
め
用
地

取
得
に
係
る
全
般
的
な
支
援

業
務
を
委
託
す
る
も
の
。

荒
廃
農
地
等
利
活
用
促

進
事
業
は
令
和
４
年
度
は
取

り
組
む
団
体
が
無
い
た
め
事

業
休
止
と
な
っ
た
が
、
今
後

の
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
進

め
る
方
法
は
。

農
業
委
員
会
で
も
荒
廃

農
地
の
削
減
に
努
め
る
た
め
、

毎
年
計
画
的
に
現
地
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
少
し
で
も
削

減
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
の
今
後
の
発
行
方
法
は
。

今
後
十
分
な
調
査
を
行

い
、
商
工
会
と
も
協
議
を
し

て
、
広
く
色
々
な
事
業
者
の

方
に
ご
利
用
頂
け
る
よ
う
な

方
策
を
取
れ
る
よ
う
検
討
し

た
い
。養
老
町
老
朽
化
危
険
空

家
除
却
事
業
の
内
容
は
。

通
学
路
に
面
し
た
空
家

を
解
体
す
る
場
合
に

�万
円

を
限
度
と
し
、
県
と
町
と
で

２
分
の
１
ず
つ
補
助
す
る
も

の
で
、
令
和
３
年
度
実
績
と

し
て
は
１
件
で

�万
円
の
補
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養老町職員の給与に関する条例の一部改正

●この２年余、全職員は、平常公務をこなしながら町民の命や暮しを守るコロナ対応を強いられてきた。ワク

チン接種・店舗への周知、保育園や学校での遊びや学びの工夫等々は、多くの町民が感謝するところである。

国の方針との理由で賛成することはできない。この時代を共に共有した議員として議事録に異論を残したい。

「公共の福祉の増進に寄与する」全職員にエールを贈り反対討論とする。

●令和３年８月10日の人事院勧告により、町においても国に準じて、期末手当の支給月数について所要の改正

を行うものである。勧告には、職務に精励している職員に適正な給与、その他職務条件を確保することは、職

員の努力や実績に報いると共に、人材確保にも資するものであり、組織活力の向上、労使関係の安定等を通じ

て、行政の効率的、安定的な運営に寄与するものとある。したがって人事院勧告制度に賛同する。

採決

反対討論

賛成討論

議場内での討論 と 採決結果

議員 水谷 松永 田中 野村 早崎 吉田 大橋 長澤 岩永 北倉 小寺 清水 西脇

賛否 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長 ○ ○ ○

議員定数検討特別委員会の設置

●議会には本件を取り扱う、議会運営、議会改革の両委員会がある。質疑では両委員会ではまだ議論が深まっ

ていないとの答弁。このような中で新たな委員会を立ち上げるのは「やっている感」を出すだけの単なるパフォー

マンスである。養老町の人口、面積等を勘案し近隣と比較すると定数は少ないくらいである。そんなことより

も今はまず、喫緊の課題である新食肉施設や学校の統廃合といった問題に取り組むことが優先される。

●人口減を理由にした議員定数削減根拠では、※二元代表制のもとでの議会の役割が果たせない。政策提案・

政策立案できる議会の機能を強める方向で議論されなければならない。近隣町の議員定数と人口を比較しても

養老町の13議席への弊害はない。 ※二元代表制とは、町長と町議会議員の両方を町民が直接選ぶ制度

●先ほどの２名の反対討論の通りだと思う。養老町にとってもっと優先順位の高い課題も数多くあり、特別委

員会を設置してそちらへ注力すべきだと考える。今回の議員定数の検討については、議会運営委員会や議会改

革特別委員会で議論すべきであり、本件の特別委員会の設置は必要なしという観点から反対討論とする。

●当町においても近年の人口減少は著しく、議員定数を13人に削減した2004年から現在まで既に5，000人以

上の人口が減少している。それにも関わらず、議会から町民へ現在の議員定数について、具体的な根拠を示し

ていない。本定例会において特別委員会を設置し、適正な議員定数について調査を進め、議会の考えを根拠を

持って説明していくことが議会の責任であると考え賛成討論とする。

●人口減少を前提に、費用負担増加への対応が必要になる。そうした中、議会に対しても厳しい意見が増加し

ている。先ほど、色々な意見や議員定数、数値を述べてお見えになるが、「門前払い」ではいけない。こういっ

たことは特別委員会を設立して、十分に議論を尽くし、結果を出すべきと考える。よって、特別委員会の設立

は賛成である。

●常任委員会や議会改革特別委員会では、隔年で委員構成が変わり、継続審議とされた案件が不採択とされた

前例もある。議員定数は議会にとって重要な課題であり、全議員が参画し通年で審議することは有意義と考え

る。世間の状況の変化に伴い議員定数の今後を議論する場は必要である。町民の皆様から幅広く意見を聞き議

論できる議員定数検討特別委員会の設置には賛成である。

採決

反対討論

賛成討論

議員 水谷 松永 田中 野村 早崎 吉田 大橋 長澤 岩永 北倉 小寺 清水 西脇

賛否 × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 議長 ○ ○ ○

定
例
会

委
員
会
報
告

注
目
新
年
度
予
算

予
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果
・
採
決
結
果

一
般
質
問
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議 案 結 果

令和４年度予算

令和４年度繰入れ

一般会計 全員賛成で可決

国民健康保険特別会計 全員賛成で可決

簡易水道特別会計 全員賛成で可決

食肉事業センター特別会計 全員賛成で可決

住宅新築資金等貸付特別会計 全員賛成で可決

上水道事業会計 全員賛成で可決

公共下水道事業会計 全員賛成で可決

農業集落排水事業特別会計 全員賛成で可決

介護保険事業特別会計 全員賛成で可決

介護サービス事業特別会計 全員賛成で可決

後期高齢者医療特別会計 全員賛成で可決

食肉事業センター特別会計 一般会計から8，043万4千円繰入れる 全員賛成で可決

農業集落排水事業特別会計 一般会計から2，021万1千円繰入れる 全員賛成で可決

一般会計（第９号） 全員賛成で可決

国民健康保険特別会計（第３号） 全員賛成で可決

食肉事業センター特別会計（第３号） 全員賛成で可決

上水道事業会計（第１号） 全員賛成で可決

介護サービス事業特別会計（第２号） 全員賛成で可決

後期高齢者医療特別会計（第１号） 全員賛成で可決

食肉事業センター特別会計 食肉事業センター使用料の増加のため減額 一般会計から299万5千円 全員賛成で可決

養老町農地中間管理機構関連土地改良事業に係る特別徴収金に関する条例制定 全員賛成で可決

養老町テレワーク施設設置及び管理に関する条例制定 全員賛成で可決

養老町個人情報保護条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町職員の給与に関する条例の一部改正 賛成多数で可決

養老町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町手数料条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町体育施設条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町教育集会所設置及び管理に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町国民健康保険条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町消防団員等公務災害補償条例の一部改正 全員賛成で可決

養老町国際学習会館設置及び管理に関する条例の廃止 全員賛成で可決

専決処分の報告（養老町営住宅の管理に関する訴えの提起）４件 報告のみ

決処分の承認（令和３年度養老町一般会計補正予算（第８号）） 全員賛成で承認

ロシアのウクライナ侵略に抗議する決議 全員賛成で可決

議員定数検討特別委員会の設置 賛成多数で可決

人権擁護委員 河合政子（再任）、小林隆幸（新任）
同 意任期 令和４年７月１日から令和７年６月30日

令和３年度補正予算

令和３年度繰入れ変更

条 例

そ の 他

人事同意 結 果

令和４年３月

定例会 ここここんんんんななななここここととととがががが決決決決ままままりりりりままままししししたたたた審議した議案と
その結果 定

例
会
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こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
予
防
接
種
健
康
被
害

救
済
制
度
に
基
づ
く
町
の
申

請
書
交
付
の
有
無
は
。

交
付
事
例
は
な
い
。

保
護
者
か
ら
副
反
応
や

後
遺
症
に
対
し
、
医
師
会
と

町
の
フ
ォ
ロ
ー
提
供
の
確
立

を
求
め
る
声
が
あ
る
が
。

副
反
応
は
、
町
保
健
セ

ン
タ
ー
が
受
け
皿
。
専
門
的

相
談
は
、
県
の
ワ
ク
チ
ン
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
へ
繋
い
で
い
る
。

後
遺
症
は
、
岐
阜
大
学
医
学

部
付
属
病
院
で
後
遺
症
外
来

が
、
令
和
３
年

�月
に
開
設

さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
国
は
、
特
例
承
認

し
メ
ー
カ
ー
の
副
反
応
責
任

を
問
わ
な
い
と
し
た
。
ま
た
、

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

「
努
力
義
務
」
に
当
て
は
め

な
い
と
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

保
護
者
の
「
知
る
権
利
」
で

あ
り
、
添
付
資
料
に
明
記
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

効
果
と
副
反
応
を
正
し

く
理
解
し
、
家
族
で
接
種
有

無
を
決
め
て
頂
き
た
い
。

教
育
委
員
会
と
し
て
、

各
学
校
現
場
へ
の
配
慮
は
。

接
種
し
な
い
子
ど
も
へ

の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
繋

が
ら
な
い
よ
う
十
分
な
配
慮

を
求
め
て
い
る
。

３
月

�日
か
ら
年
齢
を
段
階
的
に
区
切
り
、
子
ど
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
る
。
副
反
応
や
後
遺
症
な
ど
を
心
配
す
る

声
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

令
和

５
年

�月
１
日
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入
さ
れ

る
と
中
小
零
細
業
者
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
ま
で

も
消
費
税
課
税
業
者
に
な
る
。

子どもワクチン副反応対応を

接種者に丁寧な説明をする

町
長

インボイス制度の弾力的運用を

税務署と連携し周知啓発に努力

町
長

町
や
町
に
準
ず
る
団
体

が
発
注
す
る
請
負
業
者
の
中

で
年
商
１
千
万
円
以
下
の
業

種
や
業
者
数
は
。

把
握
し
て
い
な
い
。
契

約
時
に
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
事

業
者
の
確
認
を
す
る
予
定
。

町
は
全
て
の
業
者
に
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
へ
の
加
入
を

求
め
る
の
か
。

事
業
内
容
に
よ
っ
て
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
へ
の
登
録
を
必

要
と
し
な
い
業
者
も
あ
る
と

思
う
。
税
務
署
は
説
明
会
や

相
談
会
を
実
施
し
、
周
知
を

行
っ
て
い
く
と
し
て
い
る
。

高
齢
者
が
就
労
を
通
し
、

自
己
の
労
働
能
力
を
活
か
し

社
会
参
加
し
て
い
る
町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
も

制
度
対
象
に
な
る
が
。

本
年
２
月
末
の
会
員
数

２
１
６
名
。
事
務
局
は
、
会

員
、
発
注
者
双
方
に
負
担
の

少
な
い
方
法
を
模
索
中
と
聞

い
て
い
る
。

こ
の
制
度
の
導
入
に
よ

り
町
の
活
性
化
や
高
齢
者
の

生
き
が
い
が
奪
わ
れ
る
と
懸

念
す
る
。

町
村
会
へ
の
協
議
や
零

細
業
者
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
貢
献
で
き
る
施
策
を
検

討
し
た
い
。
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厚生労働書パンフレットより

他
に
「
補
聴
器
購
入
助
成

制
度

の
見

解
に

つ
い

て
」

の
質
問
も
し
ま
し
た
。

◆水谷久美子 議員

シルバー人材センター会員による回収業務

問答問答

問答 問 答

問答問答問答
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町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町のののののののののののののののののののののののののの考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考ええええええええええええええええええええええええええをををををををををををををををををををををををををを問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問問うううううううううううううううううううううううううう
一般質問とは、定例会において、議員が町の施策の状況や方針などについて、報告や説

明を求めることです。充実した能率的な議会運営を行うため、原則としてあらかじめ通告

しておくことになっており、議員一人当たりの持ち時間は60分です。

３月定例会では６人の議員が登壇しました。

ここでは、質問と答弁を要約した内容（11ページから15ページ）を登壇順（質問順）に

お知らせします。また、それぞれの議員のＱＲコードより一般質問の録画放送がご覧いた

だけます。

《注》○印の内容は編集上掲載しておりません。

一般質問

質問議員 質問事項 ページ

水谷
みずたに

久
く

美
み

子
こ ◎子どもワクチン副反応対応を

○補聴器購入助成制度の見解は

◎インボイス制度の弾力的運用を

11

岩永
いわなが

義仁
よしひと ◎新食肉施設用地の費用負担は

○休眠廃止施設の今後は

◎改良住宅の売却状況は

12

清
し

水
みず

由
ゆ

美
み

子
こ

◎自主財源確保に向け取り組は 13

西脇
にしわき

康
やすし

◎地域自治町民会議の今後は 13

小
こ

寺
でら

光信
みつのぶ ◎養老町が目指す農業基盤は

◎地域自治町民会議は

○養老公園への接続道路は

14

吉
よし

田
だ

太
た

郎
ろう ◎企業誘致推進は

◎町長の政治姿勢は
15

定
例
会
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６人の

議員が登壇
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町
内
全
域
広
が
ら
な
い

自
治
町
民
会
議
の
現
状
は
。

現
在
、
町
内
４
つ
の
自

治
町
民
会
議
が
活
動
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
吉
、
室
原
地

区
で
は
設
立
に
向
け
た
準
備
、

検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

各
町
民
会
議
の
取
り
組

み
運
営
な
ど
の
共
有
サ
ポ
ー

ト
は
。担
当
課
で
あ
る
企
画
財

政
課
、
特
命
事
項
推
進
チ
ー

ム
共
に
、
連
携
さ
せ
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

各
種
団
体
、
連
携
組
織

と
の
位
置
づ
け
は
。

各
種
団
体
の

皆
様
も
構
成
員
で

あ
り
、
地
域
内
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
り
、
連
携
・

協
力
し
て
頂
き
た

い
。
意
見
集
約
、

総
意
形
成
な
ど
に

よ
り
事
業
の
合
同
開
催
や
重

複
を
避
け
、
新
た
な
事
業
に

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
。

地
域
住
民
へ
の
理
解
と

説
明
、
ア
ピ
ー
ル
は
。

設
立
に
向
け
て
は
、
各

地
域
の
課
題
や
設
立
目
的
な

ど
の
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

地
域
で
は
回
覧
や
配
布
に
よ

り
、
地
域
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
き
、
設
立
後
も
活
動
状

況
の
周
知
を
図
る
。

人
口
減
少
社
会
で
、

※

地
域
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
理
念
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
未
来
の
町
の
形
。
地
域
課
題
を
住

民
主
導
で
、
敏
速
に
決
め
ら
れ
る
新
し
い
仕
組
み
。

積極的に情報を発信

町
長

◆清水由美子 議員

自主財源確保に向け取り組は

「
相
続
土
地
国
庫
帰
属

法
」
を
当
町
は
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

土
地
の
適
切
な
管
理
と
、

相
続
を
望
ま
な
い
方
へ
の
負

担
軽
減
に
寄
与
す
る
と
考
え

る
。
し
か
し
、
国
に
帰
属
後

の
土
地
の
活
用
の
制
度
設
計

は
、
ま
だ
示
さ
れ
ず
、
今
後

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

移
住
定
住
に
向
け
て
、

町
・
県
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
ヨ
ロ

フ
ィ
ス
の
具
体
的
な
計
画

は
。

都
市
部
で
開
催
さ
れ
る

移
住
定
住
イ
ベ
ン
ト
等
に
参

加
。
近
隣
ハ
ウ
ジ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
に
移
住
定
住
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
設
置
し
て
い
る
。
ヨ

ロ
フ
ィ
ス
に
お
い
て
は
、
企

業
の
利
用
説
明
会
・
体
験
会

を
行
い
、
併
せ
て
、
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
企
画
・

運
営
と
し
て
実
施
し
た
各
事

業
者
と
の
情
報
交
換
を
も
と

に
、
絞
り
込
み
を
か
け
た
１

０
０
０
社
に
立
地
意
向
調
査

を
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
送
り
、
数
社
か

ら
利
用
検
討
の
連
絡
を
受
け

て
い
る
。

※

Ｈ
Ｐ
、
Ｆ
Ｂ
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
等
で
情
報
発
信
の
取
り
組

み
を
し
て
い
る
。

令
和

５
年

「
相
続
土
地
国

庫
帰
属
法
」
が
施
行
さ
れ
る
。

将
来
、
土
地
減
少
も
考
え
ら
れ
る
。
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
当
町
の
取
り
組
を
問
う
。

関東から岐阜県への移住者増加

設立に向け積極的支援

町
長

地域自治町民会議の今後は

笠郷地域創生自治町民会議だより

◆西脇 康 議員

※
地
域
社
会
を
構
成
す
る
多
様
な
主

体
（
区
（
自
治
会
）
・
企
業
・
住
民
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
や
特
性
を
理
解
す
る
と
と
も
に
相

互
に
尊
重
、
ま
た
補
完
し
あ
い
な
が

ら
、
対
等
な
立
場
で
、
地
域
が
抱
え

る
課
題
の
解
決
に
向
け
て
共
に
考
え
、

協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
言
う
。

答 問答 問

答 問答 問答 問

答 問

※
Ｈ
Ｐ
＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｆ
Ｂ
＝
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
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特
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委
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採
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新食肉施設用地の費用負担は

決まっていない

町
長

建
設
用
地
の
取
得
と
造

成
に
か
か
る
費
用
の
負
担
は
、

養
老
町
が
担
う
の
か
、
そ
れ

と
も
新
施
設
の
事
業
主
体
が

担
う
の
か
ど
ち
ら
に
な
る
の

か
。

現
時
点
で
の
決
定
事
項

は
な
い
。

新
施
設
は
平
屋
建
て
の

構
想
だ
が
、
現
施
設
の
土
地

で
ス
ペ
ー
ス
が
足
ら
な
い
よ

う
で
あ
れ
ば
、
他
の
自
治
体

の
同
施
設
の
よ
う
に
２
階
建

て
や
３
階
建
て
で
建
設
し
て

は
ど
う
か
。

現
施
設
の
土
地
も
候
補

地
で
は
あ
る
が
、
使
い
や
す

い
平
屋
建
て
規
模
で
の
土
地

を
確
保
し
た
い
。
現
在
は
コ

ロ
ナ
禍
等
に
よ
っ
て
県
の
協

議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い

の
で
話
が
進
ん
で
い
な
い
。

当
地
の
提
供
に
関
し
て
、

養
老
町
が
負
担
す
る
可
能
性

が
あ
る
以
上
、
追
加
費
用
が

最
小
に
な
る
現
在
の
食
肉
施

設
の
土
地
で
建
設
す
る
し
か

な
い
と
結
論
付
け
る
が
、
町

の
見
解
は
。

現
在
の
施
設
が
あ
る
土

地
だ
け
で
は
難
し
い
と
い
う

の
が
専
門
家
の
意
見
で
あ
る
。

用
地

購
入
と
土
地

造
成
に

�億
円

ほ
ど
か
か
る
と
い
う
情

報
が
あ
る
。
町
は
、

建
設
用
地
は

養
老
町
が
用
意
す
る
と
説

明
し
て
い
る
。

第
一
次
で
募
集
し
た
１

６
０
戸
（
総
戸
数
４
２
５
戸
）

に
対
し
て
、
申
請
中
と
併
せ

て
７
件
し
か
売
却
が
決
ま
っ

て
い
な
い
。
打
開
策
は
あ
る

か
。
ま
た
、
売
れ
残
っ
た
住

宅
の
管
理
は
ど
う
す
る
か
。

事
前
調
査
で
の
希
望
者

へ
売
却
で
き
る
よ
う
計
画
を

前
倒
し
て
進
め
て
い
る
。
未

譲
渡
と
な
っ
た
住
宅
は
賃
貸

住
宅
と
し
て
管
理
し
て
い
く
。

そ
れ
以
外
の
空
き
家
は
一
般

の
方
へ
譲
渡
す
る
方
針
。

耐
用
年
数
が
切
れ
て
い

る
住
宅
が
あ
る
。
更
新
計
画

は
あ
る
か
。

耐
用
年
数
は
過
ぎ
て
い

る
が
優
れ
た
耐
久
性
が
あ
る
。

大
規
模
改
修
等
は
考
え
て
い

な
い
。売
れ
残
っ
て
も
管
理
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
今
後
必
要

に
な
る
費
用
と
比
較
し
た
上

で
無
償
で
の
譲
渡
を
提
案
す

る
。

町
の
一
存
で
決
め
る
に

は
多
く
の
問
題
が
あ
る
と
考

え
る
。
不
動
産
鑑
定
額
で
の

売
却
を
行
っ
て
い
く
。

人
道
的
な
観
点
か
ら
、

空
き
家
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら

の
避
難
者
を
受
け
入
れ
る
考

え
は
あ
る
か
。

人
道
的
見
地
か
ら
希
望

が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

令
和

元
年
度
か
ら

８
年
度
に
か
け
、
住

宅
賃

貸
者
の

希
望

者
に
対
し
て
、

不
動

産
鑑
定
を
実
施
し

改
良
住

宅
の

売
却
を

行
っ
て
い
る
。

改良住宅の売却状況は

令和６年度まで前倒し

町
長
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◆岩永 義仁 議員

他
に

「
休

眠
廃

止
施

設

の
今

後
に

つ
い

て
」

の

質
問
も
し
ま
し
た
。

問答答 問問

問 答答

初期の改良住宅

近隣の類似施設
名古屋市中央卸売市場南部市場

答 問答 問

答 問

定
例
会

委
員
会
報
告

注
目
新
年
度
予
算

予
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果
・
採
決
結
果

一
般
質
問



コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、

企
業
誘
致
は
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
経

済
活
動
に
甚
大
な
影
響
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
る
。
企
業
活

動
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
な
ど
、
ニ
ュ

ー
ノ
ー
マ
ル
な
働
き
方
が
実

践
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
と

同
様
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
環

境
が
あ
れ
ば
、
企
業
進
出
、

移
住
も
可
能
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
本
町
に
お
い
て
も
、

今
年
度
整
備
し
た
テ
レ
ワ
ー

ク
施
設
『
Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
』
の
Ｐ
Ｒ
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
開
設
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
養
老
公
園
観
光
拠

点
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

り
、
本
町
の
魅
力
を
発
信
し
、

都
市
部
の
企
業
や
、
地
方
回

帰
に
興
味
の
あ
る
方
へ
の
働

き
か
け
を
行
い
、
企
業
進
出

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

橋
爪
・
大
跡
地
内
の
２
箇
所
で
高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
開
通
し
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

行
わ
れ
企
業
立
地
に
も
有
効
な
状
況
で
あ
る
。

３
期

�年
、
一
貫
し
て
「
町
民
主
導
」
・
「
公
平
公
正
」

を
掲
げ
、
各
分
野
で
「
養
老
が
一
番
」
を
目
指
し
た
。

企業誘致推進は

本町の魅力発信を行う

町
長

町長の政治姿勢は

養老が一番を目指した

町
長

町
政
３
期
目
の
施
策
は
。

「
養
老
改
元

１
３

０
０

年
祭
」
の
開
催
に
よ
る
交
流

人
口
の
拡
大
、
地
域
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
ネ
ク
ス
ト
１
０
０
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
創
設
に
よ
り
、
更

な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
く
。

町
内
全
地
区
で
の
地
域
自

治
町
民
会
議
を
設
立
し
、
地

域
住
民
全
員
と
行
政
が
互
い

に
協
力
し
、
よ
り
良
い
地
域

の
構
築
の
た
め
力
を
集
結
し

た
い
。
こ
れ
か
ら
先
も
、
真

摯
に
向
き
合
い
、
継
続
的
に

取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
。

「
目
の
前
の
変
化
に
適
応
し

つ
つ
、
そ
の
後
の
土
台
、
礎

を
創
る
」
そ
の
よ
う
な
使
命

を
果
た
す
た
め
、
最
後
ま
で

全
力
を
尽
く
し
た
い
。

本
年

�月
実
施
予
定
の

町
長
選
へ
の
出
馬
予
定
は
。

今
期
で
退
任
の
意
思
を

固
め
て
お
り
、
養
老
町
の
未

来
を
町
民
と
共
に
創
造
し
、

攻
守
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を

持
っ
た
人
物
に
奮
い
立
っ
て

欲
し
い
。
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◆吉田 太郎 議員

問答

問答

問答

サラダコスモ養老生産センター

定
例
会

委
員
会
報
告

注
目
新
年
度
予
算

予
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果
・
採
決
結
果

一
般
質
問

養老町が目指す農業基盤は

土地改良区の統合が基本方針

町
長

土
地
改
良
区
の
現
状
は
。

本
町
の
土
地
改
良
区
の

受
益
面
積
は
３
２
３
４

ha。

地
区
面
積
３
０
０

ha未
満
の

土
地
改
良
区
の
う
ち
重
複
・

重
畳
土
地
改
良
区
の
数
は
６

土
地
改
良
区
が
あ
る
。

土
地
改
良
区
の
賦
課
金

等
（
水
利
費
）
は
誰
が
支
払

う
べ
き
か
。

賦
課
金
は
組
合
員
が
負

担
す
る
も
の
で
、
土
地
改
良

法

�条
第
１
項
の
定
め
に
よ

り
「
定
款
に
よ
り
組
合
員
に

対
し
て
賦
課
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
こ
と
か
ら
徴
収

さ
れ
る
。

土
地
改
良
法
の
改
正
状

況
は
。平
成

�年

�月
の
土
地

改
良
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

「
准
組
合
員

制
度
」
が
創
設

さ
れ
、
土
地
所
有
者
と
耕
作

者
の
い
ず
れ
も
が
土
地
改
良

事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

養
老
町
と
し
て
の
考
え

は
。

賦
課
金
等
の
負
担
は
、

双
方
の
話
し
合
い
に
お
い
て

分
担
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
土
地
改
良

区
で
の
協
議
、
ま
た
、
土
地

所
有
者
と
耕
作
者
と
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
も
っ
て
決
定
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

養
老
町

農
業

基
盤

総
合
整
備
構

想
で
は
土
地
改
良
区
に

関

す
る

基
本
方

針
と
し
て

将
来
構

想
は
、
養
老
町
で
土
地
改
良

区
の
一
本
化
を
目
指
す
。

設
立
に
伴
う
メ
リ
ッ
ト

は
。

１
つ
に
は
、
地
域
の
情

報
を
共
有
す
る
組
織
・
場
に

な
る
。
２
つ
に
は
、
広
い
視

野
・
大
き
い
ス
ケ
ー
ル
で
地

域
の
課
題
を
解
決
す
る
場
に

な
る
。
３
つ
に
は
地
域
に
と

っ
て
優
先
順
位
の
高
い
活
動

か
ら
実
行
で
き
る
。
更
に
平

常
時
か
ら
地
域
内
の
連
携
を

深
め
、
共
に
活
動
し
て
い
る

こ
と
が
、
災
害
発
生
時
な
ど

の
非
常
時
に
大
き
な
力
と
な

る
。

補
助
金
等
の
内
容
は
。

地
域
総
合
活
動
交
付
金

で
は
、
地
域
選
択
事
業
者
と

し
て
各
種
団
体
に
交
付
し
て

い
る
補
助
金
等
を
一
括
し
て

交
付
す
る
も
の
で
、
地
区
町

民
運
動
会
開
催
費
補
助
金
、

老
人
ス

ポ
ー

ツ
大
会

助
成

金
、
親
孝
行
と
生
涯
学
習
を

進
め
る
ま
ち
養
老
の
町
民
会

議
支
部
活
動
推
進
事
業
補
助

金
、
体
育
振
興
会
補
助
金
の

四
つ
で
あ
る
。

そ
の
他
の
特
色
は
。

地
域
課
題
の
解
決
の
た

め
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、

地
域
総
合
活
動
交
付
金
の
中

に
地
域
協
働
事
業
費
を
設
け

て
、
地
域
選
択
事
業
費
に
加

え
て
交
付
す
る
。

設
置
団
体
は
４
地
区
で
こ
れ
か
ら
の
団
体
に
は
地
域
に
よ
っ

て
は
設
立
ま
で
の

ハ
ー

ド
ル
や

検
討

事
項
も
あ
る

中
で
、

個

別
に
相
談
に
応
じ
て
更
な
る
推
進
を
図
る
。

地域自治町民会議は

町条例に基づいた組織団体

町
長
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◆小寺 光信 議員

答 問答 問

答 問 答 問

答 問答 問

答 問

定
例
会

委
員
会
報
告

注
目
新
年
度
予
算

予
算
特
別
委
員
会

審
議
結
果
・
採
決
結
果

一
般
質
問

大巻地内営農風景

地域自治町民会議パンフレットより


